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特
　
集

町
政
あ
ん
な
い

情
報
コ
ー
ナ
ー

ま
な
び
す
と

キ
ラ
リ
健
康
ナ
ビ

わ
い
わ
い
プ
ラ
ザ

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学

で
す
。
心
理
学
、
教
育
、
福
祉
、
経
済
、

歴
史
、
文
学
、
情
報
、
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。
全
国
に
ミ

ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
呼
ば
れ
る
学
習
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
卒
業
す
る
と
学
士
︵
教
養
︶

の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
▼
出
願
期
限

▽
第
一
回
　
八
月
三
十
一
日︵
木
︶▽
第

二
回
　
九
月
二
十
日︵
水
︶▼
問
合
せ
　

放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー
　
☎
０

５
２
・
８
３
１
・
１
７
７
１

　
夏
本
番
を
迎
え
、
海
や
山
で
は
本
格

的
な
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
ま

す
。

　
こ
の
時
期
は
、
行
楽
の
た
め
に
自
動

車
を
運
転
す
る
機
会
が
増
え
る
ほ
か
、

暑
さ
や
レ
ジ
ャ
ー
の
疲
れ
か
ら
運
転
者

の
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
が
ち
で
す
。

屋
外
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
が
外
出
す
る

機
会
も
増
え
、
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま

れ
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
県
民
一

人
一
人
が
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
交

通
事
故
の
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
　
七
月
十
一
日
︵
火
︶
か
ら
二

十
日
︵
木
︶
ま
で
の
十
日
間

▼
運
動
重
点
　

・
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止(

　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
防
止
を
含

　
む)

・
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
で

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

　
ト
の
正
し
い
着
用

・
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事

　
故
を
な
く
す

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

▼
問
合
せ
　
県
県
民
生
活
部
地
域
安
全

課
　
☎
０
５
２
・
9
5
4
・
6
1
7
7

　
清
須
保
健
所
で
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
や
脊
髄
小
脳
変
性
症
、
多
系
統
萎
縮

症
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
等
の
神
経

系
難
病
で
療
養
さ
れ
て
い
る
方
や
ご
家

族
の
方
を
対
象
に
、
患
者
家
族
教
室
を

開
催
し
ま
す
︵
定
員
二
十
人
程
度
︶
▼

と
き
　
八
月
二
十
二
日︵
火
︶　
午
後
二

時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
　
清
須
市
春

日
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
︵
清
須
市
春
日

振
形
１
２
９
︶
二
階
　
大
会
議
室
▼
内

容
　
①
運
動
療
法
、
②
講
話
・
交
流
会

▼
講
師
　
愛
知
医
療
学
院
短
期
大
学
准

教
授
理
学
療
法
士
　
加
藤
真
弓
氏
▼
参

加
費
　
無
料
▼
締
切
り
　
八
月
十
五
日

︵
火
︶▼
問
合
せ
　
清
須
保
健
所
健
康
支

援
課
　
☎
０
５
２
・
４
０
１
・
２
１
０
０

放
送
大
学
　
十
月
生
募
集

県
障
が
い
者
委
託
訓
練

神
経
系
難
病
の
家
族
教
室

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

県
史
関
連
企
画
　
参
加
者
募
集

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
習
得

コ
ー
ス

▼
日
程
︵
訓
練
期
間
︶
な
ど
　
十
月
十

日
︵
火
︶
〜
十
月
二
十
七
日
︵
金
︶
︵
毎

週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
九
時

三
十
分
〜
午
後
四
時
三
十
分
︶
▼
と

こ
ろ
　
マ
ジ
オ
ワ
ー
ク
ラ
イ
セ
ン
ス

ス
ク
ー
ル
春
日
井
校
︵
春
日
井
市
明

知
町
２
３
０
‐
１
︶
▼
内
容
　
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習
修
了
証

の
取
得
▼
対
象
　
身
体
障
が
い
︵
車
椅

子
、
視
覚
障
が
い
の
方
は
不
可
、
聴
覚

障
が
い
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
︶
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
等

の
方
▼
定
員
　
十
人
︵
面
接
で
選
考
︶

▼
受
講
料
　
無
料
︵
テ
キ
ス
ト
代
、
写

真
代
二
千
五
百
円
必
要
︶
▼
申
込
み
　

九
月
十
二
日
︵
火
︶
ま
で
に
、
公
共
職

業
安
定
所
に
て
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い

︵
受
講
に
は
安
定
所
で
の
求
職
登
録
が

必
要
︶
▼
問
合
せ
　
愛
知
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
　
☎
０
５
３
３
・
93
・
２

５
０
５

　
県
で
は
現
在
﹁
愛
知
県
史
﹂
の
編
さ

ん
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
二
十

八
年
度
末
に
は
﹃
通
史
編
六
　
近
代
一
﹄

﹃
通
史
編
七
　
近
代
二
﹄
が
刊
行
さ
れ
、

平
成
三
十
年
度
末
に
は
﹃
通
史
編
三
　

近
世
一
﹄
﹃
通
史
編
四
　
近
世
二
﹄
の

刊
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

愛
知
県
の
歴
史
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
た
め
二
つ
の
催
し
を
企
画

し
ま
し
た
。
入
場
無
料
で
す
の
で
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
講
師

等
の
詳
細
は
、
県
史
編
さ
ん
室
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
県
民
相
談
・
情
報
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
と
き
　
八
月
十
九
日
︵
土
︶
午
後
一

時
〜
午
後
四
時
三
十
分
▼
と
こ
ろ
　
愛

知
県
図
書
館
五
階
　
大
会
議
室
︵
名
古

屋
市
中
区
三
の
丸
一
丁
目
９
‐
３
︶
▼

定
員
　
二
百
人
︵
要
申
込
み
・
先
着
順
︶

▼
内
容
　﹁
あ
い
ち
の
近
世
を
探
る~

尾

張
・
三
河
の
地
域
社
会
〜
﹂
▼
募
集
開

始
日
　
七
月
十
日︵
月
︶▼
申
込
方
法
　

電
話
に
よ
る
受
付
の
み
▼
申
込
み
　
県

総
務
部
法
務
文
書
課
県
史
編
さ
ん
室
　

☎
０
５
２
・
９
７
２
・
９
１
７
１

▼
と
き
・
内
容
　
①
九
月
十
七
日︵
日
︶

﹁
愛
知
県
の
誕
生
と
都
市
﹂
②
九
月

二
十
三
日
︵
土
︶
﹁
明
治~

大
正
期
の
産

業
・
金
融
﹂
③
九
月
三
十
日︵
土
︶﹁
教

育
・
女
性
と
時
代
と
概
観
﹂
＊
各
日

と
も
午
後
一
時
〜
午
後
四
時
三
十
分

▼
と
こ
ろ
　
愛
知
県
立
大
学
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
︵
愛
知
県
産
業
労

働
セ
ン
タ
ー[

ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち]

十
五

階
、
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
四
丁
目

４
‐
３
８
︶
▼
定
員
　
各
講
座
五
十

人
︵
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
︶
▼

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
受
講
希

望
の
講
座
番
号
①
〜
③
︵
往
復
は
が

き
一
葉
に
つ
き
一
講
座
の
応
募
。
複

数
講
座
を
希
望
す
る
場
合
は
、
各
回

ご
と
に
申
込
み
︶
・
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
︵
フ
リ
ガ
ナ)
・
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
申
込
先
に
送
付
▼
申
込
み

〒
４
６
０
・
８
５
０
１
　
名
古
屋
市

中
区
三
の
丸
３
‐
１
‐
２
　
県
総
務

部
法
務
文
書
課
県
史
編
さ
ん
室
﹁
県

史
連
続
講
座
﹂
係
▼
締
切
り
　
七
月

二
十
八
日︵
金
︶︵
当
日
消
印
有
効
︶

１
　
愛
知
県
史
を
語
る
会

２
　
県
史
連
続
講
座﹁
近
代
愛
知
の

黎
明
期
か
ら
発
展
期
へ
﹂

海で安全に楽しく遊ぶためのお願い

○子供からは絶対に目を離さないでください。

○ボートに乗るとき、防波堤で魚釣りをするときは大人も子供も

　ライフジャケットを着用してください。

○風が強い日や海が荒れているときは、海に近づかないでください。

○防水パック等に入れた携帯電話を持つなど、連絡手段を確保し

　てください。

○万一の海の事故は、118番に電話してください。

問合せ　名古屋海上保安部��☎052・661・1615

名古屋海上保安部

▼


